
 
  
 
 
 

 

   

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 朝練を頑張る駅伝チーム 

 

 

 

  

雨の中，元気に登校する生徒たち 
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笠間市立友部第二中学校 学校だより 第２6号 令和４年１月 1２日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】 チーム和ークで，感動を共有 

               

★６日は久しぶりの大雪になりました。保護者の皆様も，さぞやご不便な思いをされた 

ことでしょう。さてこの大雪，どうしたものかと思案していたところ，株式会社拓実の 

皆様が除雪してくださいました。近隣の道路も含め，融雪剤も散布してくださいました。 

聞けば，２年前の大雪の際にも除雪作業をしてくださったとのこと。近隣の皆様のご厚 

意により，本校は成り立っているということを実感しました。紙面を借りて，感謝申し 

上げます。 

 

★本校職員のお母さんが市内のスーパーで買い物をしていた際，携帯電話を紛失してしまいました。困って交番に問い合

わせると，なくした携帯電話が届いていました。高齢だからこそ連絡手段としての携帯電話は必要で，とても助かったと

職員は感謝していました。この話を聞いて，“さすが友部”と，この地域を誇りに思いました。 

 

★１２月に行われた生徒会役員改選に伴う立会演説会。立候補した生徒の多くが，“友二中の良さ＝あいさつ”をさらに

盛り上げていきたいと演説で訴えていました。生徒たちも“あいさつ”が友二中の良さであることを認識してくれている

と思うと，とてもうれしくなりました。 

 

★急拡大を続けるオミクロン株。１・２年生の宿泊学習や新入生保護者説明会・新入生訪問の安全な実施について，現在

検討しています。変更になった場合には，速やかにお伝えします。特に２年生は一度延期した経緯があり，修学旅行も控

えていることから，延期の場合は別の案を考えたいと思います。また，新１年生に対しては，来年度からジャージの色を

男女で統一したり，スクールバッグがリュックサック型になったり，部活動の統合・縮小を検討していることなど，いく

つかの確認事項があります。とにもかくにも，コロナ感染がこのまま収まればいいのですが・・・。感染状況の推移を慎

重に見極めていきたいと思います。 

お耳拝借・・・ちょっといい話やコロナのこと 

                     

 昨年中は，本校教育の推進に際しまして，大変お世話になりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 ３年生は，いよいよ受験のシーズンになりました。この冬休みも，「もっと勉強しなければ」「受験が終わるまでは，○

○を我慢」と，やりたいことをぐっと抑えて，自分を律していたんだろうなあと推察します。だからこそ，頑張っている

生徒に対して，「もっと頑張れ」とは言えません。とはいえ，真剣に取り組んでいる人に対して「がんばれ～」「がんばっ

てね」と声援したくなるのも人情です。生徒の代わりに受験はできなくとも，応援したり，不安な気持ちに寄り添ったり

することはできます。受験生の皆さんが納得できる結果となるよう，職員一同祈っています。 

 １・２年生は，そんな３年生の姿をしっかりと目に焼き付けておいてほしいと思います。１年後の自分がどんな風にな

っているか，イメージしておくことも大切です。そして，今，頑張るべきことは何なのかを考えてほしいと思います。そ

れは，勉強だけではないはず。部活動や習い事にひたむきに取り組む姿は，素敵だなあと思います。打ち込むものがない

という人は，毎日運動をする，夕飯の準備をするなど，日々行うことを決め，メリハリのある生活を心がけ，それを土台

にして自分自身を向上させていってほしいと思います。  

 世の中は，オミクロン株により再び緊迫したコロナ対応に追われることになりそうです。本校でも，受験や宿泊学習，

その他の対外活動等々，生徒の安全を第一に対策を考えていかなければなりません。そのたびに，保護者の皆様のご理解

とご協力が必要になります。令和４年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

本年もよろしくお願いします 


